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概概概概        要要要要    

    

疾病の指標（バイオマーカー）となる多様な生体分子を識別して溶けるゼリ

ー状物質（ヒドロゲル）の開発に成功した。本研究では、自発的に集合するよ

うに小分子（ゲル化剤）を設計することで、温和な条件下でヒドロゲルを作る

ことができ、予め特定の反応で分解するようにゲル化剤を設計しておくこと

で、狙った刺激に応答して選択的に溶けるヒドロゲルを作ることができる。 

従来技術従来技術従来技術従来技術・・・・    

競合技術競合技術競合技術競合技術    

とのとのとのとの比較比較比較比較    

（（（（優位性優位性優位性優位性））））    

従来のヒドロゲルが識別できるバイオマーカーはその分子構造が単純なも

のに限られていた。今回開発したゲル化剤は、ゲルの中にその化学反応に必要

な酵素を活性を保ったまま埋め込むことで、酵素を選ぶだけで標的とするバイ

オマーカー分子を変えることができ、多様な生体分子を識別したり、複数のバ

イオマーカーが同時に存在しても見分けたりすることが可能となる。 

本技術本技術本技術本技術のののの    

有用性有用性有用性有用性    

新しいスマートマテリアルとして，診断材料や薬物放出材料の開発などの医

療用だけでなく、食品添加剤、増粘剤など幅広い貢献が期待できる。 

関連情報関連情報関連情報関連情報    

（（（（図図図図・・・・表表表表・・・・写真等写真等写真等写真等））））    

 

 刺激応答性ゲル材料の分子レベルにおける動作原理 
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